
第Ⅳ章 蓑 島 遺 跡

第Ⅳ章 衰 島 遺 跡

遺跡の概要

概   要
蓑島遺跡では,縄文時代晩期・弥生時代後期～古墳時代前期・近世以降の遺構が検出面を違えてみ

つかっている。しかし,遺構の数・遺物量は稀薄で,試掘調査所見の予測通りに遺跡の本体からやや

はずれていると推察される。各時代の遺構は溝または自然流路と穴のみで,人工的に掘削されたとみ

られる遺構は近世以降の溝以外はほとんど検出されなかった。

B基 本 層 序

基本層序は Ia層 :褐灰色シルト (耕作土), Ib層 :暗灰責色砂質シルト (床土), Ic層 :褐灰

色粘質シル ト (近世以降遺物包含層),Ⅱ a層 :黄灰色粘質シル ト (弥生時代後期から古墳時代前期

遺物包含層), Ⅱb層浅黄色粘質シル ト (同 ),Ⅲ a層 :褐灰色粘質シル ト (漸移層),Ⅲ b層 :黒褐

色粘質シルト (縄文時代遺物包含層),Ⅲ c層 :暗灰黄色粘質シルト (漸移層),Ⅳ層 :灰白色粘質シ

ルト (縄文時代遺構検出面)である。Ⅳ層の約20cm下層は礫層で,Ⅳ層が薄い地点では特に湧水点が

高いためか,非常に排水の悪い地盤であつた。各時期の遺構はⅡ層上面,Ⅲ層上面,Ⅳ層上面で検出

しているが,調査区壁面の観察からは縄文時代の遺構はⅢ c層上面から掘り込んでいることがわかる。

地形は北東西方向に向かって緩やかに傾斜しており,Ⅲ層の堆積も西端では約40cmと 厚いが,東側で

は15cm～ 20cmと 薄くなっている。また,調査区東側に沿って用水が流れており,その改修時の影響か

東側の包含層の遺存状況は悪く, I層直下がⅢ層でⅡ層の堆積は認められない。
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2 遺構・遺物
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第Ⅳ章 蓑 島遺跡

2 遺構・遺物

遺構・遺物量は前述のとおり非常に少ないが,時期別に以下記述していく。

A縄 文 時 代

縄文時代の検出面であるⅣ層上面においては48の土坑状・溝状の遺構を検出したが,自然流路 2条

と土坑 l基以外は性格のわからないものがほとんどである。

71号流路 (S D71,第94図 )

S D71は調査区南西端で検出した流路で,幅97cm,深さ12cmで ,南から北に向かって流れる。埋土

には植物が腐食した有機物が50%以上含まれており,埋土や周辺からはクルミが出上している。埋土

の様子から時間をかけて埋まっていった自然流路と推察される。遺物の出土はない。

85号流路 (S D85,第銘図)

調査区中央を東から西に向かって流れていた自然流路。幅約 2m,深 さ24cmで ,砂質の黒色土が堆

積する。坦土から縄文土器片が出土した唯―の遺構である。

100号土坑 (S K100,第 94図 )

調査区北寄 りで見つかつた長方形の上坑。長辺約1.5m,短辺約0.8mで,深さは 8 cmと 浅い。埋土

に炭化粒が混じることや,上面から縄文土器がある程度まとまって出上したことから,当該期の遺構

と関連するものと考えられるが,埋土内からは遺物は出上していない。

包含層の出土遺物 (第95～ 98。 100図 ,図版56。 60～ 62)

縄文時代の遺跡としては包含層からも決して多くの遺物は出土していない。図化することができた

のは糸亀文土器が10点 ,石器が 9点のみである。
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第Ⅳ章 衰島遺跡

縄文土器には深鉢と浅鉢がある。深鉢には,日縁部が外反し胴部中位が膨らむ器形で,外面に沈線

文などを施すもの (=・ 4)と ,胴部が外傾し,口縁部が直立もしくはやや外傾する器形で,器面に

は条痕文を施すもの (∂ ・ 5～ 7)がある。
=は
,口唇部にタト側から二枚貝の表面を等間隔に押しつ

けて装飾し,胴部外面全体には縦方向の条痕文を施している。口縁部直下には浅い凹線を巡らせ,胴

部中位上半には棒状具による沈線文で区画した内部に列点文が施されている。晩期後葉の下野式土器

の特徴をもつ。翠は胴部中位の破片で,中央に平行沈線を引き,その間をヘラ状のもので押し引く。

その上部は研磨され,下部にはRLの単節の細い縄文が施されるもので,晩期中葉の中屋式に比定さ

れる。∂は口縁部が外反する小型の深鉢で,灰褐色を呈し,外面は一度引かれた条痕がナデ消されて

おり,内面には横方向の条痕が残る。内面には炭化物の付着が認められる。 5は先細りの口縁部をも

つもので,外面には斜位の条痕が施される。 σの内面には砂粒の動きが明瞭に観察される。 7の外傾

する胴部外面には縦位の条痕文が施され,底部には網代痕が残る。 θ・
=θ
は無文の深鉢の底部。

浅鉢は全形を知り得るものは 1点のみである。レは直立する口縁部をもち,胴部中位に眼鏡状隆

帯・工字文風の沈線文・列点文を施すもので,大洞A式の特徴をもつ。全体に破片が脆くなっており,

表面が赤色に変質していることから二次焼成を受けていると考えられる。どは浅鉢の底部で,外面は

無文である。土器は総じて縄文時代晩期中葉から後葉の特徴をもっている。

石器は打製石斧と叩石がある。打製石斧は破片も合わせて14点出上している。石材は砂岩・凝灰岩

などの横長求J片 を加工して作成しており,形態は大別して短冊形と分銅形に分けられる。νは分銅形

を呈し,刃部に直線状の使用痕・擦痕が認められ,先端は摩耗によって丸みを帯びている。
=8は
1点

のみ出上した叩石で,石材は閃緑岩,上下端に浅い敲打痕が認められる。

第97図 蓑島遺跡 遺物実測図 (1/3)
包含層
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2 遺構・遺物

B 弥生時代～古墳時代
Ⅲ層上面において,灰責色粘質シルト等のⅡ層を主体とした埋

土をもつ自然流路を検出した。大きく分けて西端のS D51と ,中

央部のS D55周辺の一群に分けられる。

51号溝 (S D51,第99図 )

調査区西端で検出した南から北に流れる流路。幅90cm,深さ20cm

で埋土下層には有機物が多く混じる。

55号清 (S D55,第99図 ,図版55)

調査区中央を流れる主流をなす流路で,こ こからS D52,S D57・

S D58。 S D59が支流として分岐する。埋土は黄灰色の粘質土と砂

が互層となり,他の土の混入がみられないことから,短期間の急

激な流れによる水性堆積によるものと考えている。埋土からの遺

物の出土はないが,遺構上面及び周辺からは弥生時代終末期から

古墳時代前期の弥生土器・土師器が出土している。

包含層の出土遺物 (第 98図 ,図版56)

刀～2は弥生土器の甕の国縁部小破片である。口縁部の形態は無

文の有段口縁のもの,「 く」の字口縁のもの,日縁端部が受け口状

を呈するものがある。弥生時代終末期の特徴をもつ。%は直口壷。
第98図

口縁部内外面は横方向のヘラミガキ,球胴を呈する体部は外面が

0         1:4         10cm

蓑島遺跡 遺物実測図 (1/4)
包含層

ヘラミガキ,内面がハケ調整後ナデ調整したものである。古墳時代前期の特徴をもつ。

C近 世 以 降
検出した遺構は,溝及び溝状の遺構力弩4条・土坑 3基である。このうち, Ic層 を主体とするやや

しまった灰色シルトを埋土とする溝群と有機物を多く含んだ埋土をもつ自然流路の一群に大きく分か

れる。前者は17世紀から近現代に下るものである。

2号溝 (SD2,第 99,100図 ,図版58)

調査区中央で検出した弓形状の短い溝。堅くしまった黄灰色シルトが堆積する。遺物は越中瀬戸

(理)。 板状木製品が出土する。〃は鉄釉の皿で,内面に釉止めの段が巡る17世紀前半頃のもの。

35号清 (S D35,第99図 )

調査区西側で検出した南西から北東へ流れる流路。埋土は上層に黒褐色粘質シルト,下層に有機物

が200/O以上混じる暗褐色粘質シルトが堆積しており,澱んだ流れであったことが推察される。

包含層の出土遺物 (第 100図 ,図版57・ 58)

中世土師器・珠洲・越前・輸入陶磁器・越中瀬戸・唐津・伊万里 。近代陶磁器 。土人形・土鈴・木

製品・石製品 。金属製品 (「寛永通賓」など)が出土している。%～努は越中瀬戸で,皿・鉢・水指

し。壺がある。すべて鉄釉がけの製品である。刀～材は月巴前系磁器。弼・コは染付の皿で,圏線が巡

る見込み中央には草花文などが描かれる。高台径は小さく,高台内側は施釉され畳付けには砂が付着

する。17世紀中頃のもの。認は染付の九碗。外面には竹笹文が,見込みには手描きの文様が施される。

18世紀代に下る。木製品には桶の側板 (郎・M・ ∂の や折敷の底板 (3の がある。郎の表面には「道

願」の焼き印が残る。Iは組み合せ式桶の側板で,相欠き部に日釘孔が 1カ所ある。石製品には砥石

の小片がある。石材は泥質凝灰岩,ま たは凝灰岩と軟質のものである。

188
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第Ⅳ章 蓑 島 遺 跡
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2 遺構・遺物
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第12表 蓑島遺跡 遺構一覧

遺構番号 遺構種類 平面形

規 模(m)
出土遺物 時 期 詳細時期 備 考 挿図番号

図版

番号長  さ 幅 深  さ

SD2 溝 023 越中瀬戸・加工板 近世～ 近世～ 99 11Xl

SD23 溝 珠洲・陶器・磁器 近世～ 江戸～

SD24 溝 越中瀬戸・唐津 近世～ 江戸～ 58

SD35 溝 土師器 近世～ 江戸ヽ

SD51 流路 9000 古墳 古墳後

SD55 流路 0■0 土師器・加工棒 古墳 古墳後

SD弼 流路 2.70 0.36 古墳 古墳後 99

SD71 流路 0.97 クルミ 縄 文 縄文晩 94

SD85 流路 194 0.塾 縄文土器 縄文 縄文晩 94

SKICXl 土坑 方形 縄文 縄文晩

第Ⅳ章 蓑 島遺 跡

第13表 蓑島遺跡 木製品一覧

挿図番号 遺物番号 図版番号 遺構番号 座 標 種 類

法 量 (cnl)

材  質 特記事項

長  さ 幅 厚  さ

33 X55Y77 棉側板 0.8 「道願」の焼き印あり

34 X43Y81 桶側板 16.0

lCICl 35 XyW 祈敷の底板

10Э X46Y84 組合式桶 ? 容器?の一部

第14表 蓑島遺跡 石製品一覧

挿図番号 遺物番号 図版番号 遺構番号 座 標 種 類

法量(cn g)

材 質 特記事項

長  さ 幅 厚 さ 重  さ

II 59・ 62 X56Y64 打製石斧 540.00 凝灰岩 完形

96 59・ 60 X46Y46 打製石斧 205 凝灰岩 完形

96 59・ 61 X61Y68 打製石斧 10813 凝灰岩 刃部のみ

96 X6鋭78 打製石斧 5674 濃飛流紋岩 刃部のみ

96 59・ 61 X55Y70 打製石斧 7.6 304.04 凝灰岩 刃部のみ

96 59  61 X63Y74 打製石斧 101.52 疑灰質砂岩 刃部のみ

X64Y56 打製石斧 710,00 砂岩 完形

59・ 62 X5FDY77 叩石 135 52464 閃緑岩 完形

59・ 60 X53Y64 打製石斧 19749 凝仄岩 基部のみ

X44Y69 砥石 18.11 泥質凝灰岩

認 X54Y63 砥石 18.64 凝灰岩

翻 �「oY51 砥 石 泥質凝灰岩

=9=
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第V章

江尻遺跡・衰島遺跡の調査概要については,第Ⅲ・Ⅳ章で概述したが,その結果江尻遺跡では縄文・

弥生時代,中世から近代に至る複数の時期の遺構・遺物が,ま た衰島遺跡でも縄文時代から古墳時代 ,

近世の遺構・遺物が検出されていることが明らかとなった。とくに江尻遺跡では調査された遺構 。遺

物の数も多く,内容も多岐にわたっている。そこで本章ではとくに江尻遺跡の調査成果について簡単

にまとめ,本調査の総括としたい。

1 近世以前の遺構 。遺物

縄文時代

江尻遺跡では縄文時代の遺構・遺物は少ない。縄文時代の遺構としては,A・ B地区で自然地形の

痕跡である大きな谷状の落ち込みが,C地区ではその延長上で若子の溝群が検出されたに過ぎない。

また遺物に関しては,晩期の上器が若干みられる他は,打製石斧が 5点出土しているだけである。こ

れらの遺物は主に縄文谷の埋没土や他時期の遺構から混入として出土しており,竪穴住居など集落遺

構に伴って出土したものではない。江尻遺跡自体は庄川扇状地の末端に位置しており,20m弱の標高

を数える。同様の立地でこれまでにみつかっている遺跡としては下老子笹川遺跡,高田新茅道遺跡 ,

駒方遺跡などがある。いずれも庄川扇状地の末端に位置する標高10～ 20mの コンタ上に所在する縄文

時代晩期の遺跡である。とくに下老子笹川遺跡では晩期の竪穴住居が11棟検出されており,低地部で

の集落の実態を示す貴重な調査知見となっている。下老子笹川遺跡は江尻遺跡の北東側に隣接する遺

跡であり,本遺跡との係わりが想定できる。また今回報告した衰島遺跡でも晩期の土器や打製石斧が

出土しており,江尻遺跡とよく似た出土状況を示す。これらの遺跡の中には今後竪穴住居など集落遺

構が発見される遺跡もあろう。しかし現段階では,江尻遺跡や蓑島遺跡のように遺物のみが出土する

様相については,扇状地末端に展開する晩期集落の,集落縁辺部における生業活動の痕跡を示すもの

と捉えておきたい。

弥生時代

江尻遺跡では各調査区で弥生時代の遺物が出土している。これらの遺物は概ね弥生時代後期後半か

ら終末期の時期幅のなかでおさまるものであり,弥生時代後期前半以前に湖るものや,古墳時代まで

降るものは認められない。また遺構については,BoCの 両地区で検出されている。とくにBl地区

の東端部では,弥生時代後期の竪穴住居を 1棟検出した。この住居は縄文谷 S D131の 南岸に接して

位置している。縄文谷自体は弥生時代にはほとんど埋没したようだが,一部が窪地とし痕跡を残して

いたらしい。このことを証左するように,住居より北側の縄文谷上では,小溝群を除き弥生時代の集

落遺構は検出されていない。また竪穴住居自体は 1棟のみの単独所在とは考え難いことから,こ の竪

穴住居を住居域の北端とする集落が,Bl地 区の南側一帯に所在するものと考えておきたい。次いで

B地区の北東側に位置するC地区は,調査地区自体が一段低く低湿である。ここでは主に溝群が検出

されたが,こ のうちS D605では農業用の水利に関連する遺構がみつかっている。 C地区ではこの他

にも包含層から弥生時代の木製農具である曲柄鍬が出土しており,付近に水田跡の存在も示唆されて

いる。

江尻遺跡を含む砺波平野の弥生時代集落ついては,こ れまでにも西井龍儀注1,岡本淳一郎注2,久々

総
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1 近世以前の遺構 。遺物

忠義注3,長瀬出注4な どによる論孜がみられる。いずれも,集落の良好な調査事例に乏しい現況を念頭

に置きながら,地形区分と水系単位をもとにした分布論的検討が行われている。これらの論孜に添付

される砺波平野の集落分布図を参照すると,遺跡群の設定に個人差はあるものの,大 きくは庄川右岸

中・下流地域,小矢部川上流の台地・丘陵地域,小矢部川左岸の中・下流地域,庄川左岸扇状地末端

地域など大きく4地域程度に遺跡群がグルーピングされている場合が多いようである。このうち江尻

遺跡は庄川扇状地末端近くの,小矢部川右岸に展開する遺跡群に含まれていることがわかる。この群

に含まれる弥生時代集落としては,下老子笹川遺跡や石塚遺跡,衰島遺跡,石名田木舟遺跡などがあ

る。このうち下老子笹川遺跡では平成 8,9年 に実施した能越自動車道関連事業の発掘調査で,弥生

時代後期から終末にかけての集落遺構を検出している。これらの遺構には周溝をもつ建物や平地建物・

竪穴建物など60棟の建物群がある。同遺跡は現在整理途上にあるが,報告書刊行のあかつきには砺波

平野の弥生時代集落の一端が明らかになるものと期待される。但し下老子笹川遺跡では環壕などの施

設を伴っておらず,ま た存続時期も現状では長期に及んでいない,集落に伴う墓域もみつかっていな

い,す時期に構成される建物の棟数もそれほど多くないなど,拠点的というよりは中規模以下の村落

規模と考えられる。一方高岡市石塚遺跡の場合は弥生時代の全時期にわたる遺物の出土がみられるも

のの,現状では具体的な集落遺構の検出に乏しい点力革階しまれる。すなわち拠点的といえる遺跡が現

状では砺波平野でみることができない。このような現況を念頭に置いて安易な拠点集落論や「クニ」

の設定を戒める指摘が,最近長瀬出によってなされている。とくに北陸地域で畿内的な「拠点集落論」

がどこまで通用するか確かに疑問な点も多く,今後に問題を残す。墓制についても畿内的な方形周溝

墓が検出される一方で,山陰的な四隅突出墓が墓制として並立している。土器様式についても同様の

傾向がみられる。このなかで弥生時代の集落研究についても,北陸的さらには富山的な地域的展開の

なかでまず評価や類型化が試みられるべきであろう。いずれにせよ江尻遺跡の弥生時代集落について

も,砺波平野全域での弥生集落の展開の中で位置づけていく必要があろう。

中世

江尻遺跡では古墳時代に入ると, しばし遺構・遺物の出上が途切れる。とくに本遣跡では,古墳時

代・古代の遺構・遺物はまったくと言つていいぐらいみつかっていない。再び遺構・遺物が検出され

るようになるのは中世になってからのことである。ただしそれも若干の溝類程度であり,掘立柱建物

など具体的な集落遺構はみつかっていない。このなかでC地区においては道路の側溝と考えられる並

走する溝 (S D616。 S D617)が検出されている。さらにB地区でもC地区の道路遺構の南西側の延

長上で若千の溝群が検出されるが,掘立柱建物などの遺構は未検出に終わっている。中世の遺物につ

いては土師器皿・珠洲などが各調査地区の包含層や近世の遺構に混入する形で出土しており,中世の

遺構に直接伴う遺物はほとんど認められない。このうち土師器皿では,中世前期に若干湖るものもみ

られるものの,概ね中世後期から戦国時代のものが多く見受けられる。これらの土師器皿はいわゆる

「非ロクロ」の上師器皿といわれるものに該当する。これに対し回転台成形の「ロクロ」土師器の皿

はみられない。また珠洲については一部で I・ Ⅱ期の古手のものもみられるものの,口縁内端に波状

文を施文するV・ Ⅵ期の製品が多く目につく。土師器皿,珠洲以外では中国陶磁 (龍泉窯系青磁)や

瀬戸美濃の小破片が若干みられる程度である。 (森   隆)
注1 西井龍儀 1985 「砺波平野進出の足跡―周辺地域の考古資料から一」『研究紀要』2 砺波散村地域研究所
注2 久 忠々義 2001 「となみ弥生人の足跡」『研究紀要』18 砺波散村地域研究所
注3 岡本淳一郎 1996 「庄川扇状地扇端部の福岡町江尻遺跡JF研究紀要』13 砺波散村地域研究所
注4 長瀬 出 2002 「富山県における弥生集落の展開」『富山考古学研究』紀要第5号 財団法人富山県文化振興財団
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近世の建物について

江尻遺跡で復元した建物は19棟あり,近世に属すものと考えられる。これらの建物は,ほぼ同じ敷

地内で建て替えを行っており連続性のあるものと思われる。そこで,建物周辺の出土遺物,周辺遺構

との切り合い関係・配置,柱穴形態などから I～ Ⅲ期の 3時期に分けて,建物の配置や建物構造の変

化とその特徴についてまとめたい注l。

なお,こ こで用いる用語について定義しておく。建物の短軸方向を梁行,長軸方向を桁行とし,建

物の平面構造については遺構認識上で柱穴に囲まれた部分を中核屋,その外部及び張り出し部につい

ては補助屋と呼ぶものとする。建物規模についてはこの中核屋の部分を扱うものとする。また,楕円

形柱穴は厳密には長方形であつたり,円形に近いもの等を含むが,こ こでは単に長軸・短軸に差のあ

るものを総称して呼び,楕円形柱穴をもつ掘立柱建物については楕円柱穴建物という略称を用いる。

A 江尻遺跡の建物

当遺跡の建物は I期 8棟, Ⅱ期 8棟,Ⅲ期 3棟の 3時期に分けられ,さ らに I期の建物群は重複関

係や柱穴形態の違い等から3小期に分けられると思われ,各々 I-1期 ・ I-2期 ・ I-3期 とし

た。

I tt I期 は3小期に分けられ,掘立柱建物からなる。 I-1期 は当遺跡における建物の初現段階で

あり,16世紀末～17世紀前半代を想定している。建物はBl地区の東側に 5棟と,A地区に 1棟の 6

棟からなり,いずれの建物も調査区外に伸びる南北棟の建物である。 SB9・ S B10は切り合い関係

があり,棟方位は異なるがほぼ同位置 。同規模の建物であることからS B10は SB9の建て替えと考
えられ, I-2期 (SB9)・ I-3期 (S B10)の 2小期に分けた。 I-2期は17世紀中頃, I―
3期 は17世紀後半代と考えている。 I-1期の建物は建物全体の規模等は不明であるが,柱穴形態等
から判断した。柱穴はやや小型で円形と楕円形とが混じり,前者が主体をしめており,柱間は不均等

である。これに対し, I-2期・ I-3期の建物は楕円柱穴が主体で,柱穴規模が I-1期 に比べ相

対的に大きくなり, I-3期 において顕著となる。 SB9の桁行の柱間は中央でやや寄っているが ,

柱間はほぼ均―で, S B10に なると柱間が広 くなる。 S B10に は建物の北西隅に位置するS K230が

伴うものと考えられ,越中瀬戸を主体とした遺物が出土している。

I期 掘立柱建物 8棟からなり,18世紀代と考える。B2地区の北端に位置するS D514お よび,A
地区のL字状に屈曲するSD3に よって囲まれた (区画された)内部で確認できるもので,井戸 3基 ,

土坑 3基がⅡ期に伴う遺構と思われる。柱穴は楕円柱穴が主体となり,柱穴の長軸と建物の梁または

桁方向とが一致するようになる。建物規模は I期 に比べて大きくなり,大型の建物 (S B12,SB

14・ S B16)と 小型の建物 (S B13・ S B15,S B17)と いうセットになり,母屋と付属小屋にあた

ると思われる。 SB2は SBlの , S B14は S B10の 建て替えと考えられる。 S E 102は SB2に ,

S E 501は S B16に伴う井戸と考えられるが, S E456は 他に丼戸が確認されていないことからSB

ll,S B12・ S B14の 3棟共有の井戸と考えている。 S K142・ S X463は それぞれSB2・ S Bllに

伴う便所遺構と考える。また,建物は西側のSD3お よび北側の S D514の 方向に沿うような向きで

並び,Bl地 区を中心として整然と配置されており,「屋敷地Jが成立した段階と考えられる。
Ⅲ期 時期は18世紀後半～19世紀にかけてを想定している。建物 3棟, SD2・ S D218。 S D288・

S D291・ S D293・ S D295。 S D297に よる方形区画,井戸 1基,土坑 1基からなると遺構の分布範

囲はⅡ期とほぼ変わっていない。ここで建物として扱っているのは全て土台建物と考えているが,土

ヱ95
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台建物の下部構造がどのような痕跡として残るものなのか不明な点も多く,建物範囲は推定である。

SB3は楕円柱穴の柱列から土坑 (S K46・ S X47)を 囲む範囲 (6.2× 13m)を想定しており, S
D2に よる一辺約50mの方形区画内に位置しており, S E30が伴う。S B18は S K268と 不整形の落

ち込み (S X457・ S X458)と によって囲める範囲 (7.6× 8m)で , S D 293・ S D295に より区画
されている。S B18は S Bllと 重複しており,位置 。規模ともにほぼ変わらないことから, S Bllの

建て替えと思われる。また,S B18の北東隅に位置するS K269は 桶底の埋め込まれた土坑で,便所

遺構ではないかと考えており, S B18に伴うものと思われる。S B19は L字状に曲がるS D289と 不

整形の落ち込み, S D290に よって囲める範囲 (8.4× 12m)で , S D288・ S D297,S D291,SK

257に より区画されている。建物の棟方位は異なるがS B12と ほぼ同位置にあたり, S B12の建て替

えと考えている。それぞれの建物に伴う区画の間は帯状の空間となっていて小路になると思われる。

また,Bl地区の北西隅に位置するS D286と S K235,S K281を 囲むような範囲 (6.8× 7.6～ m)は
SB3に平行な建物となる可能性があるが,こ こでは取り扱わないものとする。Ⅲ期は建物が各々区

画溝によって囲まれた方形区画を有し,よ り明確に敷地を意識しており,前段階 (Ⅱ期)に成立した

「屋敷地」が確立・定着する段階と考える。また, SD2は遺構分布の西端にあたり,屋敷地の区画

溝であるとともに村境のような性格を持つ可能性も考えられる。SD2はⅢ期以降,近代の屋敷地ま

で連続的に機能していたものと思われる。

B 県内の調査例
当財団における近年の調査は,梅原胡摩堂遺跡注2.田尻遺跡注3.地崎遺跡注4.開群大滝遺跡注5等中

世末～近世の遺跡が多く,その調査成果から中世後半から近世にかけての建物構造の変遷が明らかに

なってきている。それは,河西氏によると円形柱穴総柱構造→円形柱穴側柱構造→大型円形柱穴狽1柱

構造→楕円柱穴側柱 (梁行 1間 )構造というものである注6。 ここでは,当遺跡で主体となっている楕

円柱穴建物 (楕円柱穴側柱構造)お よび,土台建物の様相についてみていきたい。

精円柱穴建物 県内で楕円柱穴建物が確認されているのは上市町弓庄城跡注7,砺波市増山遺跡注8,福

光町梅原胡摩堂遺跡・田尻遺跡,福岡町開律大滝遺跡等がある。梅原胡摩堂遺跡では16世紀代～17世

紀代と考えられる楕円柱穴建物が35棟確認され,その特徴として① :柱穴が楕円形を呈すること,

② :掘形に比べて柱自体は細いこと,③ :柱穴底部に礎石や根巻き石がみられるものが多いこと,

④ :梁行 1間が多く,柱間が広いこと,⑤ :総柱建物に比べて楕円柱穴建物の面積が小さいこと等が

あげられている。また,楕円柱穴建物の付近に竪穴状土坑が確認されている例が多く,両者の間に密

接な関係があるものと考えられている。③については,楕円柱穴建物は建物の中核屋部分のみを示す

もので,隣接する土坑を含んだ空間を建物敷地と認識することにより,大差なくなるものと指摘され

ている注9。 田尻遺跡では16世紀～17世紀の大型楕円柱穴建物があり,柱穴底部に根固め (根巻き)石

が検出されている。開群大滝遺跡は16世紀中頃～末の木舟城の城下町遺跡で,54棟の建物が復元され

ている。棟持ち柱列あるいは中核屋部分が掘立柱となるもので,補助屋部分については土台 。礎石の

併用が想定されている。開群大滝遺跡の楕円柱穴は比較的小型なものが多く,円形柱穴と混在してお

り,楕円柱穴建物への過渡期と捉えられている。

また,地崎遺跡では精円柱穴建物ではないが,江尻遺跡とほぼ同時期の16世紀末～18世紀前半頃の

建物 4棟が確認されている。中でもSB2は礎石を併用した掘立柱建物で,中核屋 (上屋)部分は大

型円形柱穴からなり,北東隅に土間 (土坑)を有する13.2X15。 9mの建物で近世民家「イエ」の確立

した姿と考えられているHO。
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2 近世の建物について

土台建物 土台建物と認識されている遺構は富山市南中田D遺跡 J11,梅原胡摩堂遺跡,福岡町・小矢

部市石名田木舟遺跡W,婦中町道場 I遺跡注E等があり,石名田木舟遺跡は16世紀代,道場 I遺跡は15

世紀代と考えられている。近世に属すものとしては南中田D遺跡と梅原胡摩堂遺跡の例がある。梅原

胡摩堂遺跡では17世紀末～18世紀前半と考えられる,大型の方形または不整形の竪穴状土坑 4例を土

台建物と認識している。その特徴として I:竪穴の縁辺部に石列が伴うこと,Ⅱ :竪穴は埋め戻され

整地されていること,Ⅲ :遺構の構造ラインが不規則ではあるが直線的であること,Ⅳ :貼床をもつ

こと,V:竪 穴の内外部に小礫を敷いたバラスがあること等があげられており,一種の規則性がある

ものと指摘されているl・ 14。 南中田D遺跡は17世紀以降の土台建物の一部と認識されており,7.2× 8.8

mの長方形の土坑で, 3列の石列を伴い埋め戻された土坑上面に2間 ×2間の礎石状の扁平礫が認め

られる。その特徴は梅原胡摩堂遺跡と一致している。中世末のものとして石名田木舟遺跡では16世紀

中頃～末と考えられる土台・礎石建物が10棟確認されている。土台建物には 2タ イプがあり, aタ イ

プは廻りに溝を巡らして基礎部分とし,10cm程盛土して根太を置くもので, bタ イプは溝を巡らせた

内側が窪み浅い竪穴状になるもの (盛上をしない)である。両者に共通してみられる廻 りを巡る溝は

浅く細いもので,溝の肩に抗を打って固定したものもあり土台 (根太)の痕跡と考えられている。

C 建物構造の変化
A頂でみたように当遺跡ではⅡ期からⅢ期にかけて屋敷地が確立すると共に,掘立柱建物 (楕円柱

穴建物)か ら土台建物という建物構造の転換がみられた。そこで,建物構造の変化がどのように進ん

だのか,前項であげたような県内調査例と比較検討してみたい。

当遺跡の楕円柱穴建物については,梅原胡摩堂遺跡で特徴としてあげたものの① ,② o③をそのま

ま特徴としてあげることができる。③については, SBl,SB2で 柱穴底部または埋土上面に小礫
を敷いて礎石・根石としたと考えられる柱穴がある。さらに,当遺跡で共通していえることは,柱穴

の長軸方向が梁行 。桁行両方向と各々一致すること,柱穴の埋土は淡黄色シルトがブロック状に混じ

つた黒褐色シルトの単層であることである。 I期 においては柱穴は小型で円形と楕円形が混在してお

り, I-1期では円形柱穴が主体となっている。 I-2期で楕円柱穴が多くなり, Ⅱ期になるとほぼ

楕円柱穴に移行する。柱穴規模は I期において大きくなる傾向にあり, I-3期において顕著となる。

また,建物規模は 1期は全容の分かるものが少なく定かではないが,比較的小型で均質な建物である

のに, Ⅱ期になると100♂を越える大型のものと,25♂以下の小型のものがセットとなる。梅原胡摩

堂遺跡などでは楕円柱穴建物と隣接した竪穴状土坑の密接な関係が指摘され,土台等を併用した補助

屋空間が想定されているが,当遺跡では建物の付近に密接な関係にある土坑を見いだせず,「楕円柱

穴による中核屋十土坑を含む補助屋」というパタンは成立しない。しかしながら,当遺跡のⅡ期・Ⅲ

期の建物は県内の同時期の掘立柱建物に比べて面積が大きく,中核屋部分のみを示すのでなく建物敷

地全体を示すものと仮定すると, Ⅱ期における大型建物と小型建物というセット関係は「母屋 (大型

建物)と 別棟の納屋・小屋 (小型建物)」 というパタンになると理解することができる。

次に,土台建物についてである。当遣跡の土台建物は梅原胡摩堂遺跡や南中田D遺跡のような石

列・貼床・バラスは伴っておらず,溝 と不整形の落ち込みによって囲める範囲を建物として認識した

ものである。溝状の部分S K268(S B18), S D289,S D290(S B19)は 石名田木舟遺跡のような

根太等の痕跡と考えられる。SB3は精円柱穴の柱列と土坑を囲める範囲を建物と想定したもので,
S B18,S B19が土台建物として完成した形とするなら,掘立柱と土台の折哀形と考えられる。また,

S B18。 S B19は Ⅱ期のS Bll,S B12の ほぼ同位置での建て替えと考えられ, S B19は棟方向は異
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2 近世の建物について

なるものの規模的にも前段階と大差なく, Ⅱ期の楕円柱穴建物とⅢ期の上台建物の敷地面積はほぼ一

致しているといえる。さらに,Ⅲ期には建物同士を区画する区画溝が現れ,屋敷地が確立すると考え

られる。

当遺跡では16世紀末～17世紀代 (I期)以降建物がみられ,18世紀 (Ⅱ期)ま で掘立柱建物 (楕円

柱穴建物)が主体を占めており,18世紀後半 (Ⅲ期)になって土台建物に転換する。掘立柱に土台を

併用するタイプの建物はⅢ期には存在しており,楕円柱穴建物から土台建物への建て替えが同位置・

同規模で行われていることからも,前者から後者への転換は連続的なものと考えられる。このことか

ら,当遺跡では18世紀代に掘立柱構造 (楕円柱穴側柱構造)→土台建構造という変遷が追えるものと

思われる。なお,石名田木舟遺跡では16世紀代に土台建物がみられるが,当該遺跡が木舟城の城下町

(町屋)と いう特殊な状況下にあるためで,一般村落で土台建物に転換するのとは若千の時期差があ

るものと思われる。

D 近世民家 としての建物
富山県の現存する古民家は17世紀に遡る例がほとんどなく18世紀以降のものになるが,当遺跡とは

ほぼ同時期にあたることから,当遺跡の建物例について近世民家の間取りという点から考えてみたい。

富山県の民家の特徴としてはヒロマを中心とした間取りと構造をあげ,その大きさから広間I～ Ⅲ型

に分類がされている注お。また,東向きの家が多く,付属屋を持たず主屋の中に生活機能を取り込む

「単棟集中型」をとる傾向があることも指摘されている河6。 これらの特徴を踏まえ,当遺跡をみてみ

ると, Ⅱ期のSB2・ S Bll・ S B12,Ⅲ 期のS B18・ S B19に ついて建物の間取りを推定すること

ができた。S B12は 東向きの広間Ⅲ型もしくはIb型で,砺波市の高田家に類似している。南側の 1

間分がザシキ・ナンド,中央前面がヒロマ,奥がチャノマ,北寄りがドマにあたり,楕円柱穴の長軸

方向は梁方向に揃うことになる。ヒロマ (+ドマ)部分を核に南北に1間づつ拡大したような構造は,

富山県の民家が「ヒロマ部分が構造的な中核であり,他の部屋はヒロマにもたせかけるように継ぎ足

してゅく」激7と ぃぅ特徴を有するのと一致する。SB2は S B12と 同様の間取りで,建物の北西隅に

井戸があリチャノマ・ダイドコロに近い位置にあたる。また, S K142は便所と考えられる遺構であ

るが,基本的に富山県の民家の場合強い西南風が多く吹くことから便所は家の北東側にくるものが多

いのだが,当遺跡と同じ福岡町所在の田畑家や佐伯家滋8のようにザシキの奥に便所を設け「カミベン

ジョ」として主に客用に用いていたとされる例もあり, S K1421よ これにあたると思われるI19。 SB
19は南向きの広間 Ib型で,L字に曲がるS D289が途切れる南東隅が入り口にあたり,不整形落ち

込み (S K259。 S K262)の 部分がドマ,西側半分がヒロマ・ザシキに相当すると考える。 S Bll・

S B18は建て替え関係にあり,間取りもほぼ変わつていないと思われる。東向きの広間 I型で,北側

がドマ,南半分がヒロマにあたると思われ,玄関前の北東隅に便所 (S X461・ S K269)を 設けてい

る。富山県西部の砺波・射水平野では広間型が主体で,ザシキ・ヒロマ・ドマの三室は後ろの下屋部

分に対して「前三坪」という俗称で呼び家の主体部分と考えられていた。これに対し「前二坪」・

「二坪もの」等と呼ばれるザシキを付けないヒロマとドマからなる建物も存在し,小前の者が分家す

る時などに「前二坪」の家を建てる場合があったという注20。 このことから, S Bll・ S B18は 建物面

積が43.5♂ 。60,8♂ と他の建物に比べて小さく,当初推定範囲外にさらに広がる可能性も考えたが,

所謂「前二坪」の建物に相当するのではないかと推測した。

当遺跡の建物について以上のような間取りの推定から,少なくてもⅡ期 (18世紀)の段階において

近世民家的な構造が成立していたものと考えらる。Ⅲ期の上台建物はより近世民家的な特徴をもつと

〃θθ
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2 近世の建物について

思われ,近世民家の成立=土台建物 (への転換)と は単純にはいえないが,近世民家成立期の建物と

捉えてもよいかと考える。また,楕円柱穴建物についても,富山県のみでなく中世後半～近世におけ

る東北地方などに類例がみられるl■21こ とから,当該時期の建物の 1タ イプとして成立するのではない

かとも考える。軸組構造・小屋組構造といつた建築学的な検討には至れなかったが,こ の点について

は今後検討を重ねてゆきたい。                        (金 三津道子 )

注1 以前,調査後の概要においてまとめたものを,再度検討・改変した。
三島道子 1996 「江尻遺跡の建物について」「埋蔵文化財調査概要 平成 7年度』 財団法人富山県文化振興財団

注2 財団法人富山県文化振興財団 1994 「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺構編)』
注3 財団法人富山県文化振興財団 1996 『梅原加賀坊遺跡・久戸遺跡・梅原安丸遺跡・田尻遺跡発掘調査報告』
注 4・ 注5 財団法人富山県文化振興財団 2000 F開諄大滝遺跡・地崎遺跡発掘調査報告』
注6 河西健二 1994 「第Ⅳ章まとめ 3中世末から近世の建物」「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺構編)』

財団法人富山県文化振興財団

注7 上市町教育委員会 1981～1985 『弓庄城跡 第 1次～第 5次緊急発掘調査概要』
注8 砺波市教育委員会・砺波市郷土資料館 1991 『増山城跡調査報告書』
注9 注6に 同じ
注10 河西健二 1994 「Ⅷ研究レポート 1雑記 建物遺構 古墳から近世まで」「埋蔵文化財年報 (5)』

財団法人富山県文化振興財団

越前慎子 2000 「第V章  4地崎遺跡における若千の考祭 A近世民家」F開辞大滝遺跡・地崎遺跡発掘調査報告』

財団法人富山県文化振興財団

注11 富山県埋蔵文化財センター 1990 『南中田D遺跡発掘調査報告書』

注12 財団法人富山県文化振興財団 1995 『埋蔵文化財年報 (6)』

注13 財団法人富山県文化振興財団 1999・ 2000 『埋蔵文化財調査概要 平成10年度・■年度』
注14注 61こ同じ

注15 富山県教育委員会 1970 F富山県の民家 (民家緊急調査報告図録編)』

1980 F富 山県の民家 (民家緊急調査報告書)』

注16 佐伯安- 1973 「衣食住」『富山県史 民俗編』 富山県
1996 「富山県の民家」『平成 7年度埋蔵文化財発掘調査専門職員等研修会資料』

注17注15に同じ

注18 福岡町 1969 『福岡町史』

注19 佐伯安一氏のご教示による。

注20 佐伯安- 1973 「衣食住」『富山県史 民俗編』 富山県
杉本尚次 1975 「古代住居とその系統 地理学的・民俗学的考察の試み」『日本古代の探求 家』 社会思想社

注21 福島県考古学会・福島県考古学会中近世部会 2000 『東北地方南部における中近世集落の諸問題』
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SB162

SB165 槻 豆 狂 楕 円 (大 ,

補助屋●3×33 1091n)

SB166

SB170

SB173 42 1131 掘立を 楕 円 (大)   | 居了Jヒん竃

53 SB176 42 1131 掘立柱 楕 円(夫)   | 南北槙

SB179 B3ヽV 31 901掘立在 楕 円09    1 南北槙

SB182 B3ヽV

SB192 66 1391 掘立柱 円        | 南封ヒ槙

SB197 78 304 1 掘立柱 楕 円(夫)   | 南Jヒ模

SB240 箱 円(大 )

195 3023 土 台 Flヨヒれ民 17C後半
SB162の建て替えか ?
石 列 貝占床 バラス

SB7101 152 2204 土 台 (東西標 ) 17C～ 18C SE7107
石列 貝占床 バラス

S`8680 lj3W 土 台 18C
病 ▼市目帝床 バ ラノ

SB01 ヨ尻一次 N

SB04 S 191 TI豆任 円 十楕 出 南ヨヒ棟 Y,
洋穴(根聞め7r有りⅢ

SBl 地W奇 西 1321 掘立柱 +礎石 円 (大 )+楕 円 (大 ) 東西標 17C後～18C前 SK330,SE278
補助屋92× 122 268r)
SB3の苺 て替 支

SB2 戻 狙立柱 十礎石 出 (大 ) 属ご引ヒ布東 と7C後～18C前 SK500,SE開 0
補助屋(11×78 86ポ )
SB4の停て春タ

東 123 1365 SK677

第16表 近世建物一覧

第V章 総   括

〃餌



3 近世の出土遺物について

3 近世の出土遺物について

今回の江尻遺跡の調査では,近世から近代にかけての陶磁器が多く出上している。これらの資料は

量的にもまとまっており,かつ集落遺構が伴っている。従ってこれらの遺物の種類や内容が,当地に

居住していた人々の生活内容の一面を反映したものであることは間違いない。これらの遺物には越中

瀬戸・九山など在地の焼物の他に,唐津・伊万里 。瀬戸・関西など各地の生産地から当地に流通した

陶磁器類がある。生活遺物としてはこの他にも木製品,鉄製品,石製品などもあるが,こ こでは陶磁

器についてのみ概観し,生産地の種別組成の特徴などについて簡単にまとめておきたい。

A 考察の方法
出土遺物に関する考察の基本は,焼物の種類,生産地,時期の識別がまず第一となる。これにより

出土遺物の大まかな傾向と様相が把握できる。ついで各焼物別および器種別の具体的な組成率が問題

となる。今回は最も単純な破片数計測法によって分析を行つた。カウントは,各時期の遺構出上のも

のを対象とした。包含層出上の遺物については計測の対象外としたが,重要なものについては,組成

模式図の方に一括した。また器種別の組成表は今回作成しなかったが,必要に応じて各個に言及した。

なお本遺跡の場合,近世 。近代を通じて遺跡が継続している。このため遺構の重複・撹乱が著しく,

新旧遣物の混在が,少なからず認められた。従って計測結果については,あ くまでも一つの目安とし

ておきたい。

B 近世の建物に伴う陶磁器組成
江尻遺跡では,A・ B両地区あわせて19棟の建物が検出されている。建物群の存続年代は17世紀か

ら19世紀 。幕末頃までの約200年間と考えられる。このうちA地区の建物群の規模がやや大きいこと

を除くと,他は比較的小規模な建物跡が多く,下級農民層の居住者を想定している。出土遺物には当

然時期幅があるが,今回はBl地区の S D291～ 293,S K258,S K281から出土した遺物をとり上

げた。これらの遺構には出土点数にバラツキがあるため,組成の実数は破片数の積み上げ比率と100

分比率の二本立てとした。以下に各遺構別のカウント結果について記しておく。

まず S D291は計測数24点で,内訳は越中瀬戸20.30/0,越 中丸山4。2%,唐津8。3%,伊万里8。3%,瀬

戸16.7%,関西4。20/0,そ の他37.50/oと なる。遺構は,Bl地 区 S B18土 台建物に伴う区画溝である。

とくに溝底面直上から出土した丸山と関西系施釉陶器で,建物の廃絶時期を決めている。両者は19世

紀～幕末頃に位置付けられる。次にS D292は計測点数48点 を数える。内訳は越中瀬戸43.8%,越 中

九山6.2%,唐津14.6%,伊万里14.6%,瀬戸4.2%,関西8。 30/0,そ の他8.30/Oで ある。越中瀬戸が過半

近くを占めるが,他の遺物は19世紀～幕末頃のものが多い。遺構の性格は不明。 S D293は 計測数11

点と少ない。内訳は越中瀬戸81.80/0,唐 津18.20/0,唐津には 1点 17世紀代の古手の鉄釉椀を含む。遺

構はS D291に併走する,上台建物 S B18の 区画溝と考えられる。次に土坑について述べる。 S K258

は計測数 6点 と少ないが,越中瀬戸32.5%,唐津32.50/0,伊万里17.50/0,その他17.50/0と なる。唐津に

は17世紀末から18世紀前後の時期の,三島手の刷毛目椀や橘鉢が多く見られる。掘立柱建物期の遺構

と考えている。最後にS K281は SK27と 対で検出された土坑で,計測数は13点。内訳は越中瀬戸

15。40/0,唐津15,4%,内野山23.1%,伊万里38.50/o,そ の他7.60/0で ,伊万里には蓋付碗,青磁香炉 ,

交叉草文の小皿などがある。数は少ないが,やや上手の印象を受ける。18世紀後半のものが主体で,

比較的短時期構成の遺構と思われる。

〃陸
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C 近代の建物の伴 う陶磁器組成

近代面では,明治中期の屋敷跡が検出されている。屋敷地は周囲を溝で区画されており,溝の中か

ら多くの遺物が出土している。この溝は,A地区側では一部近世の溝と重複している部分があるため,

今回はB地区側の出土遺物を計測の対象とした。また屋敷に伴う溝ではないが,B地区の S D223か

らも遺物が多く出土した。この 2つの溝を中心に, S D223に併走する小溝 S D298と屋敷地内の土坑

S K251を 計測の対象とした。なお組成のリス トには,新たに銅版刷 りの磁器染付の項目を付け加え

た。また,その他には在地系と考えられる磁器染付を含めてカウントした。

まずBl地区の屋敷地区画溝 S D218では,163点 を計測の対象とした。内訳は越中瀬戸4.9%,越

中丸〕山0.60/0,唐津18.40/0,伊万里32.50/0,瀬戸14.8%,関 西1.80/0,銅版染付2.50/0,そ の他24.50/0と な

る。組成の主体は依然伊万里であるが,瀬戸の磁器染付が増加し,定量を確保 している。伊万里は,

18世紀代のやや上手の製品が多く含まれるが,端反り椀など幕末頃のものも含まれる。瀬戸は磁器染

付が大半で妬器染付はほとんど見られない。また,広東碗の型式が中に含まれている。銅版染付は型

抜き成形とロクロ挽きの両者がある。明らかに明治以降の製品である。また瀬戸にはないタイプの色

絵磁器があるが,県内の出土資料では散見されることから,在地系の製品と捉えておく。近世の唐津

製品もある程度の出土があるが,こ の時期まで伝世 。使用されていたのかよくわからない。関西系で

は,磁器染付と施釉播鉢の二者がある。総体として磁器製品が過半を占めるが,伊万里以外に瀬戸や

関西系,在地系の製品が増加している。次いで S D223であるが,計測数は163点。内訳は越中瀬戸

55。40/0,唐津13.10/0,伊万里14。9%,瀬戸2.9%,銅版染付2。3%,その他11.40/Oである。この中で越中

瀬戸が過半を超えている点が注目される。これらの越中瀬戸は, S D223の 中でも比較的限定された

範囲で集中して出土した。また完存個体こそ無いものの,接合する資料も多い。何らかの理由で一括

投棄された印象を受ける。 S D223は切 り合い関係より,近世の土台建物に後出し,近代の屋敷地跡

より先行することが判明している。また溝内からは「戸長役場」と書かれた木札が出土しており,明

治前期に年代の一端をおさえることができる。小文ではやや時期幅をもたせ,幕末から明治前期にか

けての溝と捉えておく。一方 S D298は , S D223と 並走する小溝である。計測の対象は24点である。

内訳は越中瀬戸8.30/0,唐津20,90/0,伊万里33.3%,その他37.50/0である。伊万里は蛇ノロ凹高台で内

面に山水を描 く鉢,矢根文の湯飲み,菊文の筒形湯飲み,やや上手の小皿,波佐見の蛇ノロ釉崇↓・交

叉文の小皿などが見られる。唐津には,悟鉢と陶胎染付がある。18世紀から幕末までのものが多い。

最後にS K251は計測数23点。内訳は唐津17.40/0,伊万里56.6%,瀬戸130/0,そ の他13%である。伊万

里は回錆びで内面に五花弁文を有するやや上手の皿,菊花状に型抜きする白磁の皿,青磁の香炉など

が見られる。青磁香炉は,屋敷溝 S D218出 土の青磁香炉と接合関係にあり,両遺構の同時期併存が

確認できる。この上坑は,屋敷地の前庭にある洗い場の池と考えられる。

D 小結

最後に本遺跡の陶磁器組成について,計測結果を加味しながら,気付いた点をまとめておく。

①近世面 近世面の建物群の時期や内容については,折に触れて言及してきた。この中で一部の建物
には掘立柱建物間相互の建て替えや,掘立柱建物から土台建物への転換が見られ,少なくとも3期以

上の時期的変遷がみられた。但し残念ながら陶磁器の組成に関しては,各時期別に細別できる状況で

はない。 S K235'S K258。 S K281な ど比較的短時期に限定できる遺構も存在するが,組成を検討

し得るだけの遺物量がない。一方溝の出土遺物は量的に土坑などの出土遺物に卓越するものの,存続

時期についてはやや幅がある。また短時期の一括投棄が認定できる遺物群もあまり見られない。そこ
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でやや曖昧であるが,あまり詳細時期にこだわらず,陶磁器組成の全体的な傾向と特質についてまと

めておく。

まず全体の印象としては,やはり越中瀬戸が18世紀以前の古い時期は卓越するようである。次いで

17世紀後半から18世紀の早い段階は,唐津製品が当地にも流通するようになる。製品には三島手の刷

毛目椀や陶胎染付など茶陶的器種と,情鉢など調理系器種に三分される。この段階でも日常の供膳用

雑器には越中瀬戸の比重が高いことが予想される。また内野山の製品もこの時期定量入つているが,

この傾向は少なくとも富山県下では汎地域的様相であるといえる。一方伊万里は初期製品が少量見ら

れるが,大半は18世紀代,それも後半以降の製品が多く目に付く。18世紀前半代の製品は,本遺跡の

場合,波佐見の雑器的製品を含めて,出土量があまり多くない。ただしこれはB地区の様相で,A地

区では18世紀前半代の肥前磁器が定量見られ,同 じ遺跡でも建物群によって,磁器の入手時期に較差

がある。これは居住者の階層差に起因する様相と解釈できる。但し18世紀後半以降については,この

較差は解消されており,19世紀から幕末にかけて,瀬戸・関西系などの陶磁器も流入し,流通機構の

活発化,消費の拡大化傾向が看取できる。

②近代面 近代では,明治中期の屋敷跡の組成復元が中心となる。陶磁器の組成では依然伊万里の伝
世品に比重があるものの,瀬戸・関西・在地の磁器染付が量を増やす。瀬戸製品では磁器染付が大半

を占め,廉価品の妬器染付がほとんど見られない点が興味深い。妬器染付は雑器的な器種として,あ

まり伝世しなかったのであろう。これに比べ伊万里は近世面よりも器種が豊富で,上手のものが比較

的多い印象を受ける。なお銅版刷りなど印判手の磁器染付は,ま だそれほど多くない。なおこの屋敷

地の居住者には,上級農民層を想定している。また包含層ではあるが,中国明末 。民窯系の呉須手染

付の細片や,朝鮮半島産の黒釉陶器の破片なども出上している。

以上,本調査地の近世 。近代の陶磁器組成について,簡単に素描した。もとより該期の陶磁器研究

は,県内でもまだこれからの段階であり,今後の調査資料のさらなる蓄積に期待したい。

なお小文の作成に際して,九州陶磁文化館の大橋康二氏と,瀬戸市埋蔵文化財センターの藤澤良祐

氏には,数々の貴重なご教示を賜つた。記して感謝申し上げたい。

引用・参考文献

越中瀬戸焼発祥四百年記念顕彰会実行委員会 1988 『越中瀬戸発祥四百年記念誌』

定塚武敏 1974 F越中の焼きもの』

大橋康二 1974 「国内出土の肥前陶磁』 九州陶磁文化館
大橋康二 1988 『】U冊太陽 古伊万里』 平凡社
大橋康二 1988 『肥前陶磁』 ニュー・サイエンス社
小川啓司 1974 Fそば猪口絵柄事典』 光芸出版
佐藤浩司 19密  「近世橋鉢考」『はかた第2号』
田口昭二 1983 『美濃焼』 ニュー・サイエンス社
田口昭二 1993 『美濃窯の焼物』 多治見市教育委員会
藤澤農祐他 1994 F瀬戸市史 陶磁篇-5』  瀬戸市

2θ7



4 近代の屋敷跡について

4 近代 の屋 敷 跡 につ い て

A はじめに

江尻遺跡の本年度の調査に際して,近代の屋敷地跡 (民家)と 考えられる遺構が検出された。もと

より民家の研究は建築史や民俗学の分野に属するが, とくに散居村で有名な砺波平野では,民家の研

究についても優れた業績と豊富な資料の蓄積がある。そこでこれらの研究成果を参照しながら,当地

の近代屋敷地跡の復元を一考してみたい。

B 江尻遺跡の近代遺構

近代遺構自体はA・ B両地区でみつかっているが,屋敷跡はA地区北東側からB地区南側にかけて

の地域でみつかっている (第45図 )。 その範囲はおよそ東西40m,南北40m程度で,中央をA・ B両

地区の境界となった農道で南北に分断されている。この範囲のなかで,東・南 。西の三方を囲まれる

矩形の区域が屋敷地の範囲を示すものと考えられる。北限については調査区域外となるため正確な敷

地面積はわからないが,北側に旧道がかつてあり,その付近を屋敷の北辺とした場合,お よそ2000ぽ

の敷地面積が予想される。この屋敷地内には薄い整地土層の広がりがみられ,その上面において若千

の建物関連と考えられる遺構が検出された。これらの遺構には井戸・桶底土坑などの上坑類,溝など

がある。また建物の基礎の一部と考えられる遺構も検出されている。以下にこれらの遺構の概要につ

いてまとめておく。

まず屋敷地を巡る区画溝がある (A地区SD2・ SD4,B地 区 S D218)。 この溝は屋敷地の四辺

のみで完結する空堀状の溝ではなく,周辺農地への用水路の一部を屋敷地の区画に取り込んだものと

考えられる。つまり屋敷地の南 。東辺の溝は,それぞれ西側と北側に開放されており,これに西辺の

やや規模の小さな溝をつけ加えて屋敷地の区画とする。中心となる南・東辺の大溝は,最 も幅の広い

部分で約2.5m,深 さ lmの規模を有する。水は西側から取 り入れ北側に流す。この区画の溝の内狽1

に,盛土した整地層の広がりがみられる。この整地層は,A地区においては区画の内側の全域にみら

れ,その一部は西辺溝を超えてさらに広がつている。一方B地区では整地上層の広がりはある程度限

定されており,調査地区の西壁に沿った東西10m,南北20mの範囲に比較的厚く分布し,その外側の

部分については徐々に薄くなり消失する。整地土層の厚さはB地区で最大でも0。 15m程度である。次

いで整地盛土層の上面で検出された遺構であるが,ま ずB地区では建物の基礎の一部と考えられる遺

構 S X224が検出された。この遺構はまず整地上の上面に礫を敷き,その上に方形の切石と平瓦を並

列して南北に並べている。間にはこれらの瓦列を三分するように桟状の木板を渡し,両者を間仕切る。

さらに瓦列の東側に円形の石臼を 1個据え置いている。この石臼は,建物に柱を立てる際の東石か礎

石に転用されたものかもしれない。また平瓦の上には, 3個保の磁器が完形で伏せられた状態で出土

した。この遺構は,その検出状況からもこれだけで単独の遺構を形成していたとは考えられず,建物

の基礎の一部が何らかの理由で取り壊されずに残ったものと考えられる。平瓦の上に残された 3点の

磁器がこの辺の事情を示唆するが,どのような意図で残されたのかはよくわからない。一方 S X224

の北側約10mで は,桶底土坑 S K215が検出された。ちょうど整地土層の北側の切れ日の付近に位置

する。土坑の平面形態は内径80cmの円形で,深 さで40cm分が残存する。またこの桶底土坑を中心に,

周辺に lm四方の礫敷きがみられ,その南側にはさらに東西方向にのびる細長い礫敷きの広がりが観

察された。従ってこの付近についても建物本体の一部に取 り込まれていた可能性が高い。またSK

215に 隣接して北側に3m四方の方形土坑 S K214があり,両者が一連の遺構である可能性もある。ま
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た S X224の 東側には方形土坑 S K251がある。 S K251は 整地上の切れ目の東側にあり,区画の溝に

近い位置にある。この上坑は南西角から小溝が分岐しており,大溝と連結する。その後の遺物整理の

過程で, S K251と 大溝の出土遺物の中に接合するものが含まれることが判明し,両者の同時期併存

が確認された。また大溝自体もこの S K251を避けるように屈曲しており,両者の併存が傍証された。

同様の遺構が S K251の 対岸でも検出されている。こちらは大きな溝状の遺構で,全長約10m,深 さ

0.6mの 規模を有する。この上坑の長さはほぼ大溝の屈曲部分の全長に相当する。また大溝に連結す

る小溝が両端にみられ,南側から取水し一旦土坑内に水を溜め,北側に流す構造を有している。 SK

251についても同様の水溜め土坑と考えられるが,排水専用の小溝がないところをみると,一本の小

溝で取水と排水の両者を調節したのであろう。一方A地区側では井戸跡 S E21が検出されている。井

戸は径1.7m,深 さ1.6mで ,石組構造のものである。井戸の下層にはくり抜きの九太と木臼を三段に

重ねて井筒としていた。なお,こ の井戸と区画溝以外の遺構はA地区では検出されていない。

以上が近代の屋敷地に関連すると思われる遺構である。この他に近代に比定される遺構としては,

B2地区で検出された道路遺構がある。道路は幅員約 5mで ,両根1に側溝と考えられる小溝が二本並

走する。この道路はほぼ東西方向にのびている。またその位置は,先述の旧道の位置に重複する。そ

の南側のBl地区でも,やはり東西にのびる溝二条が検出され,旧道に併走する農道などの小道と考

えられる。幅員は約 3m弱。この小道の北側側溝であるS D223は ,幅のある構築的な溝で,農業用

水路と考えられる。 S D223の西側は屋敷の区画溝と直交しこれに切り込まれている。従ってS D223

の方が,時期的に屋敷地の区画の大溝に先行することがわかる。この S D223か らは,屋敷地の成立

年代を考える上で重要な遺物が出土している。この溝の下層から出土した墨書の木札 (第 81図留5)

のことで,木札には「戸長 小神村・小矢部村 役場」と書かれている。裏面にもやはり上部に「役場」

と書かれ,さ らに判読できない文字が続けて朱書きされている。この「戸長役場」とは明治の廃藩置

県以後明治22年の市制 。町村制が施行されるまでの間,地方に置かれた役所のことである。より正確

には明治12年の「戸長役所」から「戸長役場」への改称以降明治17年の戸長役場制度改正までの 5年

間に限定できる。一方「戸長」とは,明治 4年の戸籍法によって設置され,明治11年の郡区町村編成

法の成立以降,各町村または数町村に戸長 1名が置かれ,地域の行政事務に従事した。戸長の選出は

多くは民選で,旧村の名主・庄屋層,豪農などが選ばれることが多く,ま た執務自体も戸長の私宅で

行われることが多かったという注1。 なお小神村 。小矢部村は共に現小矢都市内にあり,小矢部川を挟

んで両岸に対置する。両村が同じ戸長役場に属していたのは明治12年 と16年の 2回であるが,両村で

1つの戸長役場を持ったという記録はないという注2。 またその戸長役場が本遺跡の所在する江尻村

(旧村)にあったとも思えない。従つてこの木札の存在やその出土の意味については依然謎が多いが,

本調査地の近隣に,戸長役場ないしは戸長に関係した人物・施設がかつて存在した可能性については

指摘できよう。とにかくS D223の年代の一端が,明治12～ 17年 にあることは間違いない。従つて本

調査地の屋敷地の成立は,少なくともこの時期以降のこととなろう。なお上記の所見については,大

溝その他屋敷地関連遺構からの出土遺物の様相と大きくは矛盾しないことを,付記しておく。
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C /1ヽ結

それではいったいどのような建物が,当調査地の屋敷地の中に建っていたのであろうか。このこと

を考える上で,民俗学の豊富な民家調査の実績とその成果を参照することが前提となる。ただ小論の

目的は建物の復元がまず第一であり,民家の研究そのものが目的ではないし, もとより上屋構造が残

存しない状況ではそれも不可能であろう。そこで小論ではあくまで建物の復元案の一例を示すにとど

めておきたい。

まず予想される民家の型式であるが,民家の研究に詳しい佐伯安一氏によると,富山の民家は「東

向き」の南北棟建物が多く,ま た「単棟集中型」で,あ まり機能分化した複数棟の建物構成を取らな

い点に特徴があるという。屋根型には入母屋 (氷見型,富山・射水型,下新川型,八尾山地型),寄

棟 (砺波型),切妻 (五箇山型)な どがあり,間取り型には田の字型 (氷見・五箇山)と広間型 (砺

波,射水,呉東)に分類できるという注3。 この中で当該地周辺は砺波平野の北辺にあることから,一

応砺波民家を基準に考えてみたい。まず建物の平面プランを考える上では,間取りが重要である。砺

波民家は広間型で,オ イ (広間)を 中心に北側にニワ (土間),南側にザシキ (座敷)を配置し,東

向きの南北棟建物とする。この三室を建物の中核とし,さ らに西側にヘヤやチヤノマ,ナ ガシなどを

付け加える。またトイレは風下にあたる北東角の庭側に,張 り出して設置される。家への出入りは直

接オイの前よりなされる。主屋はオイの規模 (2間 ,2.5間 , 3間 など)に よって差があり, さらに

増築部分の有無や部屋数などによって建物の規模が大きく異なる。第105図 中段左は,砺波民家の間

取 りの一例である注4。 次いで屋敷地内での各施設の配置であるが,佐伯氏作成の屋敷地概念図 (第

105図上段左)に よると,中央の東向きの主屋を中心に,季節風の強い南西側に屋敷林を植樹し,主

屋に東面して前庭 (ニ ヤーバ)を持つ。前庭の一角,屋敷への入り口の横には洗い場となる池 (ホ ッ

タワ)があり,敷地内の外縁に沿って灰小屋・納屋その他の小規模な付属屋が並ぶ。屋敷地の区画は

溝・道路などによってなされるが,溝は単なる区画溝 (空堀)ではなく,周辺農地への用水の一部を

屋敷の区画溝に取り込む。砺波民家については,以上のようなイメージで捉えることができる。そこ

でこのような砺波民家の構成要素を念頭に置き,当調査地の屋敷跡の復元を試みる。その際の手がか

りとして,建物の基礎の一部と考えた S X224を 建物の一角に取 り込み,さ らにトイレ跡と考えられ

る桶底土坑 S K215を 建物の北東角に配置するプランを想定し,こ れに現存民家の平面プランを重ね

合わせてみた。その結果,例えば第105図①の長原氏宅や③の荒木氏宅ではやや小規模であり,①の

吉田氏宅ではS K224や S K215の 配置はうまく合うものの,規模が大きく建物南側の一部が区画の大

溝と重複する。そこで両者の中間を取つて,②の佐伯氏宅を本調査地の屋敷建物にイメージした (第

105図下段左 )。 その結果概ねにおいて検出遺構の配置とも整合することが判明した。またB地区で検

出した整地土層の広がりも建物の規模と一致することがわかった。但し井戸 S E21は建物の外のやや

離れた位置にあることになる。建物以外の配置では,方形土坑 S K351が,洗い場となる前庭部の池

に相当する位置にあることがわかる。また洗い場は前述のように,大溝の外狽1に ももう一方所あるこ

とになる。区画の大溝も西と北が開放されており,用水の一部を取り込んでいることがわかる。屋敷

地への出入りは,溝東辺のやや北寄りにおいて一部二段堀り状に浅くなる所があり,こ の付近に設置

されていた可能性が高い。もちろん佐伯氏宅と全く同じ民家がここに建っていたと言うつもりは毛頭

ないが,一つの参考にはなろう。なお佐伯邸の敷地面積は3000♂で,本調査地の予想敷地面積の2000

だよりもやや広い。またこの場合の建物の坪数は約60坪で,明治中期の民家の平均坪数の15～ 20坪 よ

りは大きいが,地主クラスとされる70～ 80坪 よりは小さい。従って仮にこの坪数を一つの目処とした

2′θ



。砺波民家の屋敷どり概念図
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。砺波民家の間取り例

①砺波市 長原氏住宅

④砺波市 吉日氏住宅
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第105図 砺波民家の類例と屋敷地復元案
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4 近代の屋敷跡について

場合,本屋敷地には上級農民層の居住者が想定されよう注う。

次に屋敷地の存続年代と周辺環境について言及しておきたい。この点を考える上で昭和20年代のほ

場整備以前の地籍図が参考となる (第 105図上段右)。 まず屋敷地の北辺に沿って東西にのびる旧道が

みえる。この道はB2地区で検出された道路遺構と重複する位置にあり,同 じ道と考えられる。旧道

は東側の広い道 (現県道)か らのびる側道に相当する。また地籍図には周辺の既存宅地が明示されて

いる。これによると本調査地の屋敷地に相当する宅地は既に無く,この頃には屋敷が廃絶しているこ

とがわかる。このことから屋敷地の存続年代を,明治中期から昭和前期にかけての時期幅で捉えてお

きたい。一方地籍図では,本調査地の南東側に広大な面積を有する既存宅地のエリアがみえる。この

敷地は当時 3件の宅地に分筆されているが,本来は一つのまとまりを有する敷地であつた可能性が指

摘できる。ここからは全くの推測になるが,こ こで地元に残る庄屋屋敷の伝承が注目される。すなわ

ち当地には「かつて大道さんという庄屋さんがおられ,代々屋敷を構えられていたが,昭和の初め頃

に代が途絶えられ,屋敷も無くなってしまった」という言い伝えである。また当地には寺小屋があつ

たという伝承もある。一方明治初期の学制公布により,同 7年江尻にも弘裕小学校が創立されるが,

その学舎は大道掃部氏の私宅を借りて設置されたという記録が残っている注
6。 この大道掃部邸が正確

にどこにあったのかはまだ特定できていないが,学制に先行する寺小屋教育もまた村役の私邸で行わ

れることがあり,弘裕小学校もまた大道氏の私邸に設置されたのかもしれない。また当調査地出上の

木札にみる戸長も庄屋など地元の有力者が任命されることが多く,戸長役場自体も戸長の私邸に設置

されることが多かったという点も注目される。従って依然単なる推測の域を全くでないものではある

が,地籍図にみられる広大な敷地跡についても,かつての庄屋屋敷に連なるような,地元有力者の屋

敷地跡に比定できる可能性があろう。但しこの点については今後さらに追跡調査を行う必要がある。

また本調査地で検出された屋敷地の居住者についても,依然特定することができない。つまり現段階

では,一つの可能性についてのみしか指摘できないのが実情であり,このあたりが考古学的検討の限

界を示すものと考えられよう。

なお小文の作成に際して,砺波郷土資料館館長の佐伯安一先生から数々のご教示を賜った。記して

感謝申し上げたい。                              (森   隆)

注1 「戸長役場」については下記の文献を参照した。
①国史大事典編集委員会 1984 『国史大事典』 吉川融文館
②橋本芳雄・伊藤曙賢 1969 「政治のうつりかわり」『福岡町史』 福岡町役場

③石崎直義。石井稿男 1971 「明治の夜あけ」F/1ヽ矢部市史 (下巻)』 小矢都市役所

注4

注 5

佐伯安一氏のご教示による。

佐伯安- 1973 「衣食住」『富山県史 民俗編』 富山県
1996 「富山県の民家」F平成 7年度埋蔵文化財発掘調査専門職員等研修会資料』

富山県教育委員会 1970 『富山県の民家 (民家緊急調査報告図録編)』

佐伯安一氏のご教示による。

注6 高広英吉 1969 「教育の向上」(前掲注l②文献所収)

注

　

注
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自然科学的分析

I 樹種鑑定報告書
財団法人 元興寺文化財研究所

1.樹種鑑定の概要

樹種の分類は,花,果実,葉など種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づいている。しかし,木材

組織は樹種ごとの分化が進んでいないため,組織上大きな特徴を有する樹種を除き,同定できない場

合がある。樹種の同定が困難な場合は,科・亜科・族・亜族・属 。亜属・節・亜節 (分類の大きい順)

のいずれかで表す。

*科・亜科・族・亜族・属 。亜属・節・亜節・種の分類は,主に原色日本植物図鑑 (保育社)に よ

る。

2.切片作製

カミソリの刃で遺物をできるだけ傷つけないように注意しながら,木材組織の観察に必要な木口面

(横断面),板目面 (接線断面),柾目面 (放射断面)の 3方向の切片を正確に作製する。

3.永久プレパラート作製

切片はサフラエンで染色後,水分をエテルアルコール, n― ブチルアルコール,キシレンに順次置

換し,非水溶性の封入剤 (EU厠
『

り を用いて永久プレパラートを作製する。

4.同定方法

針葉樹については,早材から晩材への移行,樹脂道の有無,樹脂細胞の有無および配列,ラ セン肥

厚の有無,分野壁孔の形態等,広葉樹については道管の大きさや配列状態および穿孔の形態,柔組織

の分布や結晶細胞の有無,放射組織の形態等を生物顕微鏡で観察し,同定する。

5。 顕微鏡写真撮影

木口面は30倍,柾 目面は広葉樹100倍 。針葉樹200倍,板 目面は50倍で撮影する。
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江尻遺跡 木製品樹種
R存処理番

=
遺物番号 種  類 材  質 備 考

ユ εダθ 漆器板状 ヒノキ/1・ ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サワラ,ネズコ等

ワ θ 棉 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 とノキ,アスナロ,サワラ,ネズコ等

3 εアを 漆器椀 トチノキ

4 δ′′ 漆器椀 トチノキ

5 εν 下駄 (本体 ) ホオノキ

6 ひθ′ 下駄 (歯 ) ホオノキ

下駄 (本体) ホオノキ

7 σダ∂ 樽蓋 (栓 ス ギ

樽蓋 (本体 ) ス ギ

8 ε,7 桶蓋 ス ギ

9 密 を 木臼 ブ ナ

α θ 柱 ンオジ

謬 ′ 柱 クリ

29 柱 ク リ

ε彦7 柱 コナラ節 コナラ節 に属する樹種 カシワ, ミズナラ,コ ナラ等

諺
=

桂 ク リ

29 柱 ク リ

似 桶 ス ギ

δν 木臼 ブ ナ

δテ′ 木臼 ブ ナ

ι潔 下駄 ホオノキ

餡 8 匙 ブナ

ι77 折敷 ヒノキ

ε知 柱 モクセイ科 モクセイ科に属する樹種 シオジ,ヤチダモ,コ バノトネリコ等

δ∂ダ ll ヤマウルシ?

24 ε% 柱 ク リ

ε% 柱 ク リ

搬 柱 ク リ

σ餌 柱 コナラ節 コナラ節に属する樹種 カシワ, ミズナラ,コ ナラ等

595 柱 ク リ

δ87 柱 広葉樹環Tし材 (フ ジキ?)

ι謬 柱 ク リ

ι℃ 柱 ス ギ

ひν 加工板 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サワラ,ネズコ等

ι,7 漆器椀 ブ ナ

∂拶 筒状容器 エゴノキ

ι率′ 漆器蓋 ケヤキ

7θ 漆器蓋 プ ナ

M5 木札 ス ギ

謬 θ 木臼 ブナ

σ

"
下駄 スギ

40 密を 鍬 コナラ節 ヨナラ節に属する村種 カシワ, ミズナラ,コナラ等

密タ 部材 ス ギ

2′ 栓形 ス ギ

2θ 紡鍾車形 ヒノキ

44 ″ 漆器椀 ブ ナ

699 漆器椀 プ ナ

駆 下駄 ス ギ

孵 ′ 漆器椀 ブ ナ

48 翻 漆器椀 プ ナ

窮 漆器しゃもじ ホオノキ

孵 θ 加工棒 ス ギ

6鋸 柱 コナラ節 ヨナラ節に属する樹種 カシワ, ミズナラ,コナラ等

2fδ
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2.桶 確刻)ヒ ノキ科
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5。 下駄 (“り

30布静

ホオノキ
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木口面
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木口面

10。 柱 (何の シオジ

木口面

12.柱 (δ〃)ク リ

〃ヱβ
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木口面

13.柱 (2の コナラ節

木口面

16.桶 俯力)ス ギ

木口面

20。 匙 (7Dブナ

30倍  柾目面

30倍  柾目面

100倍  板目面

板目面
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I 樹種鑑定報告書 (江尻遺跡 )

木口面         30倍

22.柱 (δ密)モ クセイ科

柾目面

木口面        30倍  柾目面

23.柱 (努ヱ)ヤマウルシ ?

30倍  柾目面

(鋸の 広葉樹環孔材 (フ ジキ?)

100倍  板目面

木口面

29。 柱

22θ

板目面

100倍  板目面
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木口面

34.筒状容器 (Pの

30倍  柾目面

エゴノキ

100倍  板目面

木口面

35.漆器蓋 (71)

30倍  柾目面

ケヤキ

100布等

木口面

49.漆器しゃもじ (拓θ〕

30倍  柾目面

ホオノキ

▼
奪

か

板目面

100倍  板目面
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Ⅱ 江尻遺跡出土種子の分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

江尻遺跡 (富山県福岡町所在)は,射水平野の沖積地に立地する遺跡である。近世～近代の遺構・

遺物を中心に検出されているが,伝承によれば遺跡周辺には屋敷跡があつたとされ,検出された遺構

は近世の豪農またはそれに類する人の屋敷や付属施設に関連したものであると考えられている。今回

の調査は,本遺跡から検出された種実等の種類を明らかにし,当時の植物利用,植生に関する資料を

得る。

1.試料

試料は,各遺構から出土した種実遺体単体試料 (分析番号1～ 18)計18点である。各試料の詳細は,

結果・考察とともに表 1に記す。

2.分析方法
1試料中には,複数の種類・部位が混在するものがみられた (分析番号1～ 4)。 そこで,これらを

双眼実体顕微鏡下で観察し,その形態的特徴と当社所有の現生標本との比較から種類を同定した。同

定した種実遺体等は,種類毎に共にビン詰めをおこない,試料の状態によって,乾燥保存 (乾燥剤を

入れる)あるいはホウ酸・ホウ砂溶液による液浸保存とした。

3.結果
種実遺体同定結果を表 1に示す。木本 5種類,草本 7種類の種実,葉のほか,木の芽,不明植物

(部位・種類ともに不明である植物片),昆虫の細片などが検出された。検出された種類をみると,木

本は,針葉樹 2種類 (スギ,アスナロ),落葉広葉樹 3種類 (オニグルミ,モモ,エ ゴノキ属)で ,

常緑広葉樹を含まない。草本は,単子葉類 2種類 (イ ネ,エノコログサ属)と ,双子葉類 5種類 (エ

ノキグサ,ナス科,スズメウリ,メ ロン類, トウガン)が同定された。栽培植物は,モモ,イ ネ,メ

ロン類, トウガンである。以下に同定された種実遺体の形態的特徴などを,木本,草本の順に記す。

人為的干渉の可能性があるものは,破片,災化の有無を記した。

<木本>
・スギ (3鞭ια12e五巧叩OnfCa(L.f.)D。 ) スギ科スギ属
種子が検出された。黒褐色,線状長楕円形でやや偏平。長さ4mm,幅2mm,厚さlmm程度。両縁

に翼があり,正中線上に鈍稜がある。

・アスナロ (勁可叩sた JЛわηtt Sieb.et Zucc。 )  ヒノキ科アスナロ属
葉が検出された。灰褐色,径5mm程度。鱗片状で十字対生して茎を包み,上面下面の別がある。

側部は半卵形で内曲する。面部は倒卵形で,中肋に凹みがある。下面は中肋と縁の間は気孔溝となっ

て白色。

。オニグルミ ごuttanS manJshMIa九4放f阿,subsp.ЫあoFごfana(Maxim。)Kitalnura)
クルミ科クルミ属

未炭化の核が,完形,半分の状態で検出された。淡灰褐色,広卵形で,先端部分がやや尖る。長さ

23.5～ 30mm,幅 21.5～ 24mm,厚 さ24.5mm程度。 1本の明瞭な縦の縫合線があり,半分の状態で検

出された個体 (分析番号9,10,15)は ,全て縫合線に沿って半分に割れている。表面には縦方向に溝状

彦



遺  構

種
類
名

言ト
位

X79Yl13～ 114

X71～ 72Y97～ 98下層

自然科学的分析

注)数字十:数字以上の個体数が推定される
注)多 :100個体以上

の浅い彫紋が走り,ごつごつしている。内部には隔壁と子葉が入る2つの大きな窪みがある。

。モモ (Prynus parsゴ ca肋偽cね)  バラ科サクラ属

未え化で完形の核 (内果皮)が,完形,半分,破片の状態で検出された。灰褐色,広楕円形でやや

偏平。基部は九く大きな勝点があり,先端部はやや尖る。長さ23.5～31mm,幅 16～ 21mm,厚さ11～

16mm程度。一方の側面にのみ縫合線が顕著に見られ,半分の状態で検出された個体 (分析番号7,8)

は,縫合線に沿って半分に割れている。内果皮は厚 く硬 く,表面は縦に流れる不規則な線状のくばみ

があり,全体として粗いしわ状に見える。表面が磨耗した個体もみられる (分析番号16)。

・エゴノキ属 (St/巫)エ ゴノキ科

種子が検出された。灰褐色,卵形で長さ1lmm,幅 6.5mm程度。基部は切形で淡褐色の大きな脳点

がある。表面には 3本程度の縦溝が走る。種皮は厚 く (lmm程度)硬 く,外面は微細な網目模様が

あり,内面はスポンジ状でざらつく。

<草本>
・イネ (0靱 saすη L.)  イネ科イネ属

未炭化の穎が検出された。淡褐色で厚 く柔らかく,長 さ6.5mm程度。特徴的な基部の果実序柄があ

り,穎表面は規則的に縦列する特徴的な顆粒状突起をもつ。

。エノコログサ属 (院勉ria)  イネ科

未炭化の穎が検出された。淡掲色,半偏球形で大きさ34ull程度。穎は薄く柔らかくて弾力があり,

表面には横方向に長い細胞が密に配列する。

・エノキグサ (Aca功

"na口

笠ηtt L.)  トウダイグサ科エノキグサ属

蒻 θ



Ⅱ 江尻遺跡出土種子の分析

種子が検出された。黒色,卵形で長さ1.5mm,径 lmm程度。先端部はやや尖り鈎状に曲がる。頂部

にはY字状の筋がある。種皮は薄く硬 く,表面は細かな粒状の窪みが配列しざらつく。

・ナス科 (Sttnaceac)

多量の種子が検出された (分析番号3)。 淡褐色,歪な腎臓形で偏平。径3.5mm程度。種度は薄く柔

らかい。側面のくびれた部分に勝があり,表面は膀を中心として同心円状に星型状網目模様が発達す

る。網目模様は微細で網目を構成する壁の幅は太くしっかりしている。

・スズメウリ (VeF抗れ力鬼即耐ca lThunb。)Maxim。 )  ウリ科スズメウリ属

種子が検出された。倒卵形で偏平。長さ5。5mm,幅3.5mm程度。縁は肥厚せず,両面中央には倒卵

形の浅い凹みがある。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・メロン類 (CucLEmた コ」OL。)  ウリ科キュウリ属

種子が検出された。淡褐色,狭倒皮針形で偏平。長さ6.5～ 8mm,幅3.5mm程度。基部に「ハ」の字

形の凹みがある。表面は比較的平滑で,縦長の細胞が密に配列する。藤下 (1984)の 基準によると,

本遺跡出上のメロン類はそのほとんどがマクワ・シロウリ型の中粒種子 (長さ6.1～ 8,Omm)で ある。

・トウガン (Benれcasaね為函力 lThunb.ex Murrayl Cogn.)  ウリ科 トウガン属

種子が検出された。灰褐色,倒卵形で偏平。長さ12.5mm,幅 6.5mm,厚 さlmm程度。上端に明瞭

な膀がある。種子の背腹両面の全周に縁がある。縁には段差があり,薄 くなっている。種皮は厚 くや

や堅い。

4.考察
今回検出された種実遺体から,当時の植物利用の一端が判明した。有用植物の中では,モモ,イ ネ,

ナス科の一部,メ ロン類, トウガンは,大陸から渡来した栽培種とされている。これらは,当時の生

活残澄が破棄されたものの一部と考えられ,周辺での栽培,利用が示唆される。利用方法をみると,

モモが食用のほか,観賞用,薬用等に広く利用されている。穀類のイネ,ナス科の一部,メ ロン類 ,

トウガンは種実が食用に利用可能である。また,自生する植物では,堅果類のオニグルミは,食用・

長期保存が可能で収量も多いため,古 くから里山で保護,採取されてきた種類である。

砺波平野の散居村では防風林としての屋敷林が発達するが,種類構成は大部分がスギで他にアスナ

ロ,ケヤキ,カ シ類,タ ケ類などがあるといわれている (宮脇編著,1985な ど)。 検出されたスギや

アスナロは木材が有用材として利用されるほか,成長が早いことから防風林としても好適であるため,

当時屋敷に植栽されていたと考えられる。

同定結果から,自生する種類組成に着目すると,種類数,個体数ともに少ない。検出される種類は,

いわゆる「人里植物」であるエノコログサ属,エノキグサや,スズメウリなどが検出されており,屋

敷地あるいは周辺の耕地に生育していたと考えられる。また,エゴノキ属やオニグルミは周囲に自生

していたと思われるが,屋敷林の一部をなしていた可能性もある。

今後は,木材,炭化材などの植物遺体,花粉化石,植物珪酸体などの化石類の調査を行うことによ

り,当時の植物利用と周辺植生についてさらに詳細に検討することができると考えられる。

引用文献

藤下典之 (1984)出土遺然よりみたウリ科植物の種類と変遷とその利用法。「古文化財の自然科学的研究」,古文化財編集委員会

編,p.638654,同 朋舎.

宮脇 昭編著 (1985)日 本植生誌 中部,604p"至 文堂.
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図版 1 種実遺体

1.オニグルミ 核 (SD291;分析呑号17)
3.モモ 核 (SK361;分析番号 5)
5。 モモ 核 (SD514;分析番号 8)
7.ト ウガン 種子 (SE102;分析番号 4)
9.イ ネ 穎 (SE102;分析呑号 4)
11.メ ロン類 種子 (SE102;分析番号 4)
13.ナス科 種子 (SE102;分析番号 3)
15.エ ノキグサ 種子 (SE102;分析番号 3)

Icm        5mm

ー(1-5)  (6,7)

自然科学的分析

lmm    lmm       imm
H  

一(8-11)(12,13) (14,15)

2.オ ニグルミ 核 (SD291;分析番号15)
4.モモ 核 (Bl;分析番号 6)
6.エゴノキ属 種子 (SP274;分析番号12)
8。 アスナロ 葉 (SE102;分析番号 2)
10,ス ズメウリ 種子 (SE102;分析番号 4)
12.ス ギ 種子 (SE102;分析番号 1)
14.エ ノコログサ属 穎 (SE102;分析番号 2)
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図版 2

江尻遺跡 A～ C地区 (縄文時代 )
1.A～ B地区 縄文谷 SD131(西から)2.A～ C地区 縄文谷 SD131(南西から)



図版 3

江尻遺跡 B地区 (弥生時代 )
1.Bl地区 遺構全景(北から)2.B2地区 遺構全景(南東から)



図版 4
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江尻遺跡  BoC地 区 (縄文・弥生時代 )
1.Bl地区 SD477 遣物出土状況(西から)2 C地 区 全景(北から)
3.C地 区 SD605 水利施設検出状況(北東から)4.C地 区 SD605 遣物出土状況(東から)
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図版 5

江尻遺跡  A地 区
1,全景(北から)

(近世 )

2. SBl・ SB2(北から)



図版 6

江尻遺跡 A地区 井戸・土坑 (近世 )
1・ 2. SE30(北から) 3・ 4, SE102(南から) 5, SE21(南 から) 6・ 7. SE21(西から)  8. SK18(東 から)
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江尻遺跡  A地 区
1.SK142(南 から)
8。 SK69(西から)

上坑 (近世 )

2・ 3.SK142(西から) 4.S降鰯(南から) 5・ 6.SX望 0(西から) 7.SK63(南 から)



図版 8
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江尻遺跡 B地区 (近世 )
1.全景|ヒ東から) 2.全景(南東から)



図版 10

江尻遺跡  Bl地 区 (近世 )
1.全景(西から)2.西 半部全景日しから)
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図版 11
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江尻遺跡  Bl地 区 (近世 )
1.全景(南西から)2.全 景(南束から)
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図版13

器

メ一ジ

二
=手
・ ≪■
、全 ざ す'ゝ

氏t予

.ゝと
〔́る
,■!―

要ミ   !ギ

1駕T

_■|ヽ下|

|ミラ 鞘
予

r, 11

■4'~

基 意
愁
こ

   亀

蝶     ロ

=争
常鰈 f互

�rま:恥 転

i爾ゆ升 F`繊
亀ヽ .:F.   紐   ●

蘊 |・「          ぃ

株 ・　
　
　
．“税
、餅

≡
Ｏ
ｉ
↑

ふ畔

江尻遺跡  Bl地 区 建物 (近世 )
1 中火建物イ‖|(北 山かデ)) 2 束側建物|ド北から,

……―

一
絶

郎

〓―

撫
澱



図版14

江尻遺跡  Bl地 区 建物・土坑・溝 (近世 )
1,SB14 SB15付 近(束から)2.SB12・ SB13付 近(西から)
5,SD223・ SK230付 近(南西から)6.SD223(東から)7.

3. SB13(封ヒから)
SD298(】しから) 8.

4. SB12(F萄 から)
SD291 SD294(南から)



図版15
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江尻遺跡  Bl地 区 土坑 (近世 )
1. SK235(東から)  2. SK235(北から)
4.SK281 追物出土状況(南から) 5.

3.SK235 遣物出土状況(東から)
SK235 SK281 完掘状況(北から)
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江尻遺跡  Bl地 区 井戸・土坑 (近世 )
l SE456(lltlか ら)2.SE456 遣物出土状況(北西から)
4 SE456 断割(西から) 5,SK259(北から)

3.SE456 遺物出土状況(南から)
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江尻遺跡  Bl地 区 柱穴 。土坑 。清 (近世 )
l SK269 遺物出土状況(西から)2.SK262(南から)3.SD291 遺物出土状況(南から)
4 SP301 柱出土状況(南から) 5,SP344 柱出土状況(南から)
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江尻遺跡  Bl地 区 柱穴 。上坑
1.SK367 石出土状況(北束から)
4,SP419 柱出土状況(北から)
7.SP427 上層出土状況(東から)

(近世 )

2 SK395 柱出土状況(南から)
5,SK426 柱出土状況(東から)
8,SP427 柱出土状況(東から)

3. SP417Cヽ から)
6.SP433 石出土状況(南西から)
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江尻遺跡 Bl地 区 (近代 )
1.屋敷地全景(東から)2.屋 敷地全景(北から)


